
第７８回国民スポーツ大会関東ブロック大会（Ｇ３） 

ライフル射撃競技実施要項 

 

１．期日  ２０２４年８月１６日（金）～１８日（日） 

 

２．会場  埼玉県長瀞射撃場 

埼玉県秩父郡長瀞町大字野上下郷２３９５－１ 

 

３．種別（種目）及び参加人数 

種別 種目 監督 選手 
参加 

都県数 
小計 合計 

本大会 

出場数 

成年男子 

ＦＲ３Ｐ 

１ 

１ ７ ７ 

９１ 

５ 

ＦＲ６０ＰＲ １ ７ ７ ４ 

ＡＲ６０ １ ７ ７ ４ 

ＡＰ６０ １ ７ ７ ５ 

成年女子 

Ｒ３Ｐ １ ７ ７ ４ 

ＡＲ６０Ｗ １ ７ ７ （Ｓ） 

ＡＰ６０Ｗ １ ７ ７ ５ 

少年男子 

ＡＲ６０Ｊ １ ７ ７ ４ 

ＢＲ６０Ｊ １ ７ ７ （Ｓ） 

ＢＰ６０Ｊ １ ７ ７ ３ 

少年女子 

ＡＲ６０ＷＪ １ ７ ７ ４ 

ＢＲ６０ＷＪ １ ７ ７ ４ 

ＢＰ６０ＷＪ １ ７ ７ ２ 

 

４．競技日程（案） 

８月１６日（金） 
公式練習  

ライフル会場 ９：００～１５：３０ 

ＢＲＢＰ会場 ＢＲ１０：００～ 

ＢＰ１３：００～ 

銃器服装検査  １１：００～１５：００ 



役員会議・代表者会議 

開会式  

１５：３０～１６：３０ 

１６：３０～ 

８月１７日（土） 

銃器服装検査  ８：００～１６：００ 

ＦＲ３Ｐ ９：００～１０：３０ 

Ｒ３Ｐ １１：３０～１３：００ 

ＡＲ６０Ｊ  ９：００～１０：１５ 

ＡＰ６０  １３：００～１４：１５ 

ＡＰ６０Ｗ １５：００～１６：１５ 

ＢＰ６０ＷＪ ９：００～ ９：４５ 

ＢＰ６０Ｊ １３：１５～１４：００ 

８月１８日（日） 

銃器服装検査 ８：００～１６：００ 

ＦＲ６０ＰＲ ９：００～ ９：５０ 

ＡＲ６０ ９：００～１０：１５ 

ＡＲ６０ＷＪ １０：５０～１２：０５ 

ＡＲ６０Ｗ １３：００～１４：１５ 

ＢＲ６０Ｊ ９：００～ ９：４５ 

ＢＲ６０ＷＪ １０：１５～１１：００ 

 

５．競技場の規定及び方法 

（１）準拠規定 

公益社団法人日本ライフル射撃協会公式競技規則を適用する。但し、各種目ともフ

ァイナル競技は実施しない。 

（２）銃器・弾薬 

ア．各自持参し、携帯・運搬及び保管については十分に注意すること。  

イ．銃砲所持許可証（省庁装備銃は、所属長の発行する携帯証明書）、射手手帳及び日

ラ会員証を携帯し、銃器服装検査の際に提示すること。 

（３）使用標的 

ア．５０ｍ種目、１０ｍ種目とも公認電子標的 

イ．ＢＲ種目、公式１０ｍＢＲ射撃競技規則による標的 

ウ．ＢＰ種目、公式１０ｍＢＰ射撃競技規則による標的 

 

６．表彰 

関東ブロック通過都県には、認定証を交付する。 

 



７．参加資格、所属都県及び選手の年齢基準 

第７８回国民スポーツ大会関東ブロック大会総則に定めるもののほか次による。 

（１）監督、選手は、当該年度の(公財)日本ライフル射撃協会会員で、所属する都県ライ

フル射撃協会会長の推薦するもの。 

（２）監督は、(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ライフル

コーチ３、またはコーチ４のいずれか及び日本ライフル射撃協会Ｂ級コーチ以上の資

格を有するものとする。 

（３）少年種目ビームライフル競技、ビームピストル競技に参加できる選手は平成１８年

４月２日から平成２１年４月１日までに生まれた中学３年生を含むものとする。 

（４）年少射撃資格者が参加する場合は、当該空気銃の所持許可を受けている年少射撃監

督者が帯同すること。 

 

８．公式練習 

公式練習希望者は大会申し込み時に合わせて申し込むこと。各県１射座は確保。 

それ以外に射座に空きがある場合は各自で申し込みをおこなう。 

 

９．参加・宿泊申込み 

第７８回国民スポーツ大会関東ブロック大会総則及び宿泊要項により申し込むこと。 

 

１０．銃器・弾薬 

（１）銃器・弾薬については各自携行のこと、運搬･携帯･保管については、特に留意する

こと。 

（２）銃砲所持許可証(省庁銃に関しては、所持許可証のかわりに所属長の発行する携帯証

明書)、火薬譲受け許可証、日ラ会員証、射手手帳は、必ず携行し提示すること。 

 

１１．その他 

（１）ブロック参加選手のゼッケンは開催権が準備する。 

（２）左利き射手については、申込書の備考欄に明記して下さい。 

（３）電子標的への撃ちこみによる故障を防ぐため、射手は必ず事前にサイト調整をした

銃器をしようすること。 

（４）各加盟団体の責任者は、本要項を参加者に周知徹底させること。 

（５）感染症の感染拡大防止に努めること。 

（６）熱中症対策として、ドレスコード（服装）はポロシャツ、短パン等の軽装でも可。 

 

 


